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令和８年度第１回鳥取県教育審議会生涯学習分科会兼鳥取県社会教育委員会議の概要について 

令和８年６月４日 社会教育課 

１ 日  時  令和８年５月２６日（火）午前１０時から午前１１時１０分まで 

２ 場  所  県立倉吉体育文化会館 小研修室２ 

３ 出 席 者  別添のとおり 

４ 会議概要 

本県の地域学校協働活動の総合的な在り方の検討を行うことを目的に設置している「鳥取県地域

学校協働活動推進委員会」を兼ねて開催し、以下のとおり議論等を行った。 

（１）議事 会長選任 

鳥取県教育審議会条例第１０条第３項及び第５項に基づき、次のとおり会長を選任し、会長が

職務代理者（副会長）を指名した。 

会 長：近藤剛委員（鳥取短期大学幼児教育保育学科教授） 

副会長：清水秀満委員（鳥取市立美保南地区公民館長） 

（２）意見交換 効果的なコミュニティ・スクールと地域学校協働活動の周知方法について 

本県のコミュニティ・スクールと地域学校協働活動の実態や、推進に向けた県の取組を事務局

が説明し、コミュニティ・スクール等の認知度向上のための周知方法について意見交換を行った。 

<委員からの主な意見> 

     ・コミュニティ・スクール等の存在自体は知っているが、関わりがない者は情報に触れる機会

がない。「地域と学校の連携」といいながら、狭い範囲の地域になっていると感じる。多く

の家庭に知ってもらうには町内会の総会で情報提供をするのが良いのではないか。 

     ・子どもが学校を卒業し、ＰＴＡとの関わりも無くなると学校との縁も無くなる。回覧板でコ

ミュニティ・スクール等の情報を知ることはあるが、なかなか興味が持てない。 

     ・子どもが学校を卒業すると、学校や地域との縁が無くなり情報も入ってこなくなった。学校

や地域に目が向くような広報が必要ではないか。例えば、地域の祭という楽しいものや、廃

品回収という役に立つものは活動に参画する機会となる。このような活動のＰＲを県が支

援する仕組みがあると良いと思う。 

     ・自分の子どもが学校に在籍しているうちはＰＴＡ活動に熱心に関わる保護者が多いと思う。

子どもが卒業し、自分が「地域の人」になった際に、どのくらい学校や地域の子どもたちに

愛着を持つことができるだろうかと思うが、たくさんの方に学校に関わってほしい。 

・地域の子どもを育てていこうという気持ちになるのはなかなか難しいかもしれないが、少

しでも「子どもたちのために」と思っていただけるように取組を進めていきたい。 

・限られた人が学校運営協議会の委員として関わっているように思う。もっと多くの人が参

画できるようになると良い。 

     ・学校運営協議会の委員は同じような顔ぶれになっているように感じる。いろいろな者の視

点を取り入れるために、委員の多様性が必要ではないか。 

     ・１人の人間であってもいろいろな視点がある。例えば、委員という視点で考えれば活動に楽

しさが必要であるし、会社員という視点で考えれば地域活動に参加しやすい制度が必要。ま

た、会社側にも地域貢献がＰＲできる機会や表彰などメリットが必要だと思う。 

     ・学校運営協議会の役割が学校を評価することになっている場合もあるので変えていきたい。 

      また、周知方法については、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一体的に推進す

ることで、どのような効果があるのかが分かる広報が有効だと思う。 

・小学６年生が「卒業プロジェクト」として地域で活動を行う学校もある。例えば、子どもた

ちが自ら地域の危険な箇所を探し、学校運営協議会で話題にすることもある。地域の方が学

校に入っていくだけではなく、子どもが積極的に地域に出ることも大切ではないか。 

・地域に戻ってくる一番の要因は「どこで誰とやったか」だと思う。コミュニティ・スクール

に関わっていると、平日に会議や活動が行われるが、地域の方にとっては休日の方が活動し

やすい。休日に、コミュニティ・スクールに関わっている方の管理のもとで学校を舞台にし

た活動ができれば良いのではないか。 

（３）事務局報告 第４９回中国・四国地区社会教育研究大会鳥取大会について 

    令和９年に本県で開催予定の「第４９回中国・四国地区社会教育研究大会鳥取大会」について

開催日、会場が決定したことを報告した。 

    開催日：令和９年１１月２５日（木）、２６日（金） 

    会 場：とりぎん文化会館 等 



氏名 所属・職名等

赤嶋美和子 倉吉市立関金小学校長

池田 　 緑 鳥取県子ども読書アドバイザー

植田　紀子 株式会社新日本海新聞社編集制作局報道部長

大堀　貴士 認定特定非営利活動法人ハーモニィカレッジ理事長

木村　佳奈 南部町地域おこし協力隊

小林まゆみ 鳥取県連合婦人会

近藤　　剛 鳥取短期大学幼児教育保育学科教授

清水　秀満 鳥取市美保南地区公民館長

清水まさ志 鳥取大学地域価値創造研究教育機構准教授

谷口　千春 鳥取大学附属幼稚園副園長

津島 　 望 鳥取県ＰＴＡ協議会副会長

中田　  寛 倉吉市教育委員会教育長

福田　範子 日南町教育委員会事務局教育課総括室長兼生涯学習室長

森脇　　昇 日本ボーイスカウト鳥取連盟東部地区協議会長
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